
県連情報  第６４号 - 1  

県連情報 
第６４号  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
    
●指導者講習会に参加して●指導者講習会に参加して●指導者講習会に参加して●指導者講習会に参加して                        魚津第２団魚津第２団魚津第２団魚津第２団            谷口谷口谷口谷口    朋恵（保護者）朋恵（保護者）朋恵（保護者）朋恵（保護者）    
●ＷＢ研修所に参加して●ＷＢ研修所に参加して●ＷＢ研修所に参加して●ＷＢ研修所に参加して                            高岡第２９団高岡第２９団高岡第２９団高岡第２９団        中谷中谷中谷中谷    真樹子（真樹子（真樹子（真樹子（カブスカウト隊デンリーダーカブスカウト隊デンリーダーカブスカウト隊デンリーダーカブスカウト隊デンリーダー））））    
                                                                        富山第１０団富山第１０団富山第１０団富山第１０団        佐藤佐藤佐藤佐藤        貴（ボーイ貴（ボーイ貴（ボーイ貴（ボーイスカウト隊スカウト隊スカウト隊スカウト隊副長）副長）副長）副長）    
●コラムコラムコラムコラム                                                        砺波第５団砺波第５団砺波第５団砺波第５団            織田織田織田織田    武男（武男（武男（武男（ボーイスカウト隊副長ボーイスカウト隊副長ボーイスカウト隊副長ボーイスカウト隊副長）））） 
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★団内での回覧をお願いします！ 

                             
魚津第２団保護者 谷口朋恵 

 

今回講習会に参加して、今までは子供に付き添うこ

とでしか「スカウト活動」というものを見ることが出来ま

せんでした。しかし、その中に「ちかいやおきて」に従っ

た色々な活動があることを理解できたような気がしま

す。 

自分の子供が所属する団では、他の校区の子供達

ばかりですが、今はとても仲よく活動しています。日本

中にそして世界に目を向ければ同じような活動をしてい

る子供達がたくさんいて、その子供達と友達になれるチ

ャンスがあることがわかりました。 

今後、このような講習会やスカウト活動に参加するこ

とによって、スカウトに対する理解をより深めていきたい

と思いました。 

講習してくださった方や他のスタッフの方々の大切な

時間を指導の為に使っていただきありがたく思います。 

指導者講習会指導者講習会指導者講習会指導者講習会にににに参加参加参加参加してしてしてして    

☆★☆★☆★☆★富山県連盟富山県連盟富山県連盟富山県連盟のホームページをごのホームページをごのホームページをごのホームページをご覧下覧下覧下覧下さいさいさいさい。。。。    

http://www.toyamav.net/~bstoyama/http://www.toyamav.net/~bstoyama/http://www.toyamav.net/~bstoyama/http://www.toyamav.net/~bstoyama/    

    

「掲示板」や「年間プログラム大辞典」への 

皆さんからの投稿も是非お願いいたします。 

 

年々、ホームページを通じての 

入隊の問合せが多くなっています。 

団の情報、活動の新着情報が掲載できますので 

ぜひご利用下さい！！ 

 

『みんなで作る富山県連盟ホームページです！』 

ＷＢＷＢＷＢＷＢ研修所研修所研修所研修所にににに参加参加参加参加してしてしてして    

 

高岡第２９団ＤＬ  中谷 真樹子 

 

ＷＢ研修所。日常から隔絶され、ボーイスカウトにど

っぷりつかった、４日間。ものすごく中身の濃い、楽しい

時間でした。 

セッションでたくさんの知識を得ました。年間プログラ

ムや、隊集会・組集会の計画作りで、仲間と知恵をしぼ

って考えました。模擬隊集会で、カブスカウトになって

楽しみました。ボーイスカウト的野営を初めて体験し、

その不便さとおもしろさを感じました。最終日前夜のパ

ーティー（？）と営火、みなさんのすごさを感じました。ど

れもが鮮明に思い出されます。 

ひと月たった今、一番心に残っているのは、みなさん

の熱意です。教える側の熱意はもちろんのこと、教わる

側も真剣に課題に取り組み、全員で研修をよいものに

しようという静かなる熱気に満ちていました。みなさん

がそれぞれの場所で頑張っているだろうと思うと、自分

も力がわいてくる感じがします。 

先日、タイミングよく、１０月の隊集会『秋を感じよう』

を計画する機会をもらいました。一緒に研修所に参加

した高畑さんと「いよいよ実践編やね～」と言いながら、

ネイチャーゲームとどんぐり拾い＆工作の内容を決め、

下見に行ったり、工作の材料や道具をそろえたりと、わ

くわくしながら準備をしました。当日は、カブコールやゲ

ーム説明をさせてもらい、スカウトたちと楽しく過ごすこ

とができました。 

所長の言葉に、「吸ったら吐いてください」という言葉

がありました。その言葉通り、研修所でめいっぱい吸っ

てきた様々なことをもとに、隊長をサポートし、スカウト

たちにいろいろな体験をさせてあげたいと思っていま

す。 

みなさん、どうもありがとうございました。どうぞこれ

からもよろしくお願いします。 
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富山第１０団ボーイ副長  佐藤   貴 

 

「優秀班 前へ」 

”なんで俺たちの班じゃないんだ？他の班はそんなにす

ごいのかな”と思いながら、一日一日があっという間に

過ぎた。 

ＷＢ研修所の四日間は、一言で言うと楽しかった。仲

間との班生活、ゲーム、夜の語り…。おそらく、自分自

身がスカウトになりたいと心の底で思っていたのだろう。

日頃は指導者としてスカウトを手助けする立場で、た

だ、なんとなく活動していた。だが、このＷＢに来て、自

身がスカウトになることによって、色々と見えてきた気が

している。 

まず、指導者としてキャンプに行き、スカウトの指導を

してきた自分。あたりまえの事を言っていたつもりだった

が、いざスカウトになるとなかなかできないものだ。特に

サイト内の配置や片付け、荷物の整理整頓は意外に難

しい。 

それから、表彰することの大切さ。自隊ではおざなり

になっていることのひとつであるがスカウトの立場にな

ると”どの班にも負けたくない！”という気持ちが強く働

く。私が所属したカモシカ班は最終日にようやく優秀班

をもらえたが、たとえそれがお情けであったとしても嬉し

いものは嬉しいのである。 

ＢＳ研修では模擬班長集会や模擬班集会を行い、実

際に班長や班員をやってみた。班長や班員のやるべき

こと、場面ごとにそれぞれの気持ち、難しさが見えてく

る。中でも班長は特に大変である。班員に物事を教える

ことは大人同士でもなかなかできないことなのだから。 

今回のＷＢ研修で習った内容はすぐにでも自隊で実

践したい。加えて、スカウトの気持ちを身を持って学ん

だことを忘れないようにしたい。大いに楽しんで、よき指

導者となれるよう、自身もスカウトとして今後も成長して

いきたいと思う。 

○第５１回富山県大会○第５１回富山県大会○第５１回富山県大会○第５１回富山県大会    
  来年の県大会は、平成２０年５月１１日（日）に高岡古城公園・高岡市民会館・高岡市近世歴史遺産群にて行われま

す。開催要項は、１１月下旬に各団へ送付します。 

 

○環境かみしばいプロジェクト○環境かみしばいプロジェクト○環境かみしばいプロジェクト○環境かみしばいプロジェクト    
  ビーバースカウト向けに、環境に関する「かみしばい」を製作し、ビーバー隊へお話しに行くプロジェクトを立ち上げます。 

  このプロジェクトメンバーを募集します。団委員長の了解の元、県連事務局へ１２月２５日までご連絡をお願いいたします。 

 

○スノーキャンプ○スノーキャンプ○スノーキャンプ○スノーキャンプ    ｉｎｉｎｉｎｉｎ    ＳＡＳＡＳＡＳＡＴＯＹＡＭＡＴＯＹＡＭＡＴＯＹＡＭＡＴＯＹＡＭＡ    ２００８２００８２００８２００８ ※募集要項は、１１月下旬に送付します。〔子どもゆめ基金助成事業〕 
  今年で１０回目になります。のべ３０６名の富山県内の小学６年生が参加しています。 

  平成２０年１月２６日（土）～２７日（日）  国立立山青少年自然の家   

ＩＮＦＯＲＭＡＩＮＦＯＲＭＡＩＮＦＯＲＭＡＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮＴＩＯＮＴＩＯＮＴＩＯＮ    

『地域の中で』『地域の中で』『地域の中で』『地域の中で』    
 

砺波第５団ボーイ副長  織田 武男 

 

農業や漁業などでは後継者不足が良く話題になりま

すが、私も地域のイベントや伝統行事にも深くかかわる

ことが多くなり、後継者不足に悩んでいる自分がいるこ

とに気付くことがあります。 

 地域のイベントや伝統行事は、以前は各年齢層がそ

ろっていたように思えますが、今、ふと振り返ると大学

等卒業後の年齢層が抜けているように思えます。出身

地域に戻ってきているかもわからず声がかからないま

まに、そういう所には参加せずいる人が多くいるのでし

ょう。 

昨今、教育基本法などの中に盛り込まれた「愛国心」

に関するくだりがありますが、富山では、持ち家率全国

1 位、世帯人員数全国 4 位など郷土に根づくという傾

向が統計的にはあります。私も学生時代に数年間富山

県を離れた後、戻って改めて郷土の良さを実感するこ

とができました。子供たちには、外にでる機会に郷土の

良さを確認し「郷土愛」を持ち、大きくなって是非地域の

イベントや伝統行事には積極的に参加してほしいもの

です。 

交通機関が発達し長距離の移動にも少しづつ時間

がかからなくなっています。郷土イコール町や市ではな

く郷土イコール地球であると普通にいえるよう、さらに

見識を深めていきたいと思うこのごろです。 

ココココ    ララララ    ムムムム    ＷＢＷＢＷＢＷＢ研修所研修所研修所研修所にににに参加参加参加参加してしてしてして    

★トピックス★ 

今年の春から青年海外協力隊員でアフリカのマラウイ国

へ木工の指導に行っています竹中成行さん（高岡２団・団

委員）のブログをぜひご覧下さい。現地でもマラウイの子ども

たちとスカウト活動を楽しく行っておられます。 

http://blogs.yahoo.co.jp/tie_toyama 


